
超低体重児医療に特化したチームの方々の、24

時間体制の看護に助けて頂き、日一日と体重が増

え、2ヶ月頃には１０４８ｇになりました。まだま

だたくさんの機械が付いてましたが、保育器から

小さなベッドに移り、毎日届けた母乳は、綿棒から

スポイト授乳になりました。 

3 ヶ月頃から哺乳瓶になり、ガラス越しの面会も

出来、やっと近くで会えました。一人前に赤ちゃん

らしくなり、感動‼そして安堵。 

でもそうなると、「目は大丈夫かなぁ、耳は聞こ

えるかなぁ」と心配が追いかけて来ます。「大丈夫、

きっと大丈夫。」と自分に言い聞かせ、祈り続けま

した。 

たくさんの検査に一喜一憂しながら5ヶ月過ぎ、

退院の日を迎えられた時はひとしおでした。 

医療チームの方々から可愛がって頂き、不安で

いっぱいだった二人もどんなにか心強かったと思

います。 

成長と共に、次々と心配は尽きませんが、すくす

くと育ってくれる事を願っています。それは誰も

が同じだと思います。 

1 歳半になった孫は、標準よりはまだまだ小さい

ですが、自分の足でそろりと立ち、「3 歩」歩きま

した。 

手のひらに乗るくらい小さくて、５００ml のペ

ットボトルよりも軽かった孫は、ゆっくりゆっく

り自分のペースで成長しています。 

今朝も愛犬は、私を右へ左へと振り回し、土手へ向

かいます。 

春の柔らかい陽光に手を合わせ、「今日も一日、

良い日でありますように。」 
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愛犬の散歩で、私の一日が始まります。運動不

足を改善しようと、今年から少し距離を伸ばし

20 分から 30 分コースにしました。  

爽やかに晴れた日は風を感じ、日の暖かさを全

身で受けとめ、待ちわびた春の到来に弾みながら

の散歩ですが、記録的大雪だったこの冬は、長く

つで雪を搔き、愛犬は雪だるまになって歩き続け

た日々でした。３月中旬になり、壁になっていた

沿道の雪は気温の上昇で雪解けが進み、放射冷却

で氷点下の朝は路面が凍り、愛犬とツルツル足を

取られながら土手の沿道へと進みます。正面の

木々の間から登ってきた朝日が、眩しく「おはよ

う！」。その日差しに応えながら、「今日も一日、

良い日でありますように。」  

手を合わせ、家族の一日の平安への祈りが日課

です。欲張りな私は、次々とお願いごとが並びま

す。その中でも心配なのが、一昨年に生まれた孫

の成長です。  

25 週しかお腹にいれなかった孫は、４８６ｇ

で誕生しました。喜びよりも、想像を絶する体重

に「生きていける？」という大きな不安に襲われ

た私でした。  

その日から、「どうかどうか、無事に育ってくれ

ますように。」と、祈ることしか出来ません。  

数日後、初めての面会はモニターでした。どこ

がどんな風に映っているのか分かりませんでし

たが、ピクッと動くと、「あー、生きてる、良かっ

たあー」とハラハラしたりホッとしたりでした。 
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用ください。  
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スパムメール防止のため、●を＠に置き換え

てご利用ください  

 

 

 


